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新
し
い『足
立
の
顔
』が
オ
ー
プ
ン

北
千
住
再
開
発
工
事
が
完
了
し
ま
す

北
千
住
駅
西
口
地
区
市
街
地
再
開
発
工
事
が
完
了
し
、「
千
住

ミ
ル
デ
ィ
ス
」
が
誕
生
し
ま
す
。
千
住
ミ
ル
デ
ィ
ス
は
、南
側
の
T

エ番
館
と
北
側
の
Ⅱ
番
館
か
ら
な
り
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
空
間
と
魅
力
あ
る
施
設
に
よ
り
、北
千
住
駅
西

口
が
新
し
い
「
足
立
の
顔
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

北
千
住
駅
西
口
地
区
市
街
地
再
開

発
事
業
は
、
2
つ
の
再
開
発
ビ
ル
の

建
築
と
駅
前
広
場
や
道
路
の
整
備
を

行
う
も
の
で
、
2
0年
以
上
に
わ
た
り

地
区
の
地
権
者
の
皆
さ
ん
が
再
開
発

組
合
を
組
織
し
、進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
事
業
に
よ
り
、
駅
前
の
交
通

混
雑
の
緩
和
や
安
全
の
確
保
、
利
便

性
の
向
上
、
住
環
境
の
改
善
な
ど
が

図
ら
れ
、
ま
ち
の
活
性
化
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

区
も
、
こ
の
事
業
を
最
重
点
の
ま

ち
づ
く
り
と
位
置
付
け
、
支
援
す
る

と
共
に
、
関
連
す
る
施
設
の
整
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

～
文
化
・
芸
術
と
に
ぎ
わ
い
の
拠
点～

千
住
ミ
ル
デ
ィ
ス
I
番
館

地
上
1
3階
・
地
下
4
階
建

て
で
す
。ビ
ル
内
に
は
シ
ア

タ
ー
1
0
1
0
、千
住
区
民

事
務
所
と
店
舗
、駐
車
場
が

入
り
ま
す
。

ま
た
、営
団
地
下
鉄
千
代

田
線
地
下
コ
ン
コ
ー
ス
と
I

番
館
地
下
1
階
を
結
ぶ

改
札
口
(
ミ
ル
デ
ィ
ス
ロ
)

が
新
設
さ
れ
、
2
月
2
1
H、

午
前
‥
H時
か
ら
利
用
出
来

ま
す
。

シ
ア
タ
ー
1
0
1
0

1
番
館
の
1
0階
か
ら
1
3階
に
誕
生

し
ま
す
。
7
0
1
席
の
中
規
模
劇
場
、
約

千
㎡
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
け
い
こ
場
や

音
楽
練
習
室
な
ど
の
区
民
活
動
ス
ペ

ー
ス
か
ら
な
り
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
は
4

月
、
こ
け
ら
落
と
し
公
演
は
9
月

か
ら
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

千
住
区
民
事
務
所

千
住
区
民
事
務
所
は
、
1
番
館
の
1
0

階
に
移
転
し
、
3
月
1
日
か
ら
業

務
を
開
始
し
ま
す
。
現
在
の
千
住
区

民
事
務
所
と
北
千
住
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
を
利
用
出
来
る
の
は
2
月
2
7日

ま
で
で
す
。

店
舗

I
番
館
の
地
下
1
階
か
ら
地
上
9

階
は
、
百
貨
店
と
地
権
者
の
店
舗
な

ど
が
入
り
ま
す
。百
貨
店
と
大
部
分

の
店
舗
は
、
2
月
2
7日
か
ら
営
業
し

ま
す
。

～
ゆ
と
り
の
居
住
空
間
～

千
住
ミ
ル
デ
ィ
ス
Ⅱ
番
館

地
上
2
6階
地
下
3
階
建
て
で
す
。

ビ
ル
内
に
は
事
務
所
と
住
宅
、
駐
車

場
・
駐
輪
場
が
入
り
ま
す
。

ま
た
、
I
番
館
の
2
階
と
Ⅱ
番
館

の
3
階
を
つ
な
ぐ
通
路
(
デ
ッ
キ
)

が
設
け
ら
れ
ま
す
。

事
務
所

3
階
か
ら
6
階
は
事
務
所
で
す
。

こ
の
う
ち
3
階
は
ミ
ル
デ
ィ
ス
ーメ

デ
ィ
カ
ル
フ
ロ
ア
と
名
付
け
ら
れ
、

各
種
の
診
療
所
が
入
り
ま
す
。

駐
車
場
・
駐
輪
場

駐
車
場
は
両
ビ
ル
の
地
下
2
・
3

階
に
ま
た
が
り
、
約
3
7
0
台
収
容
出
来

ま
す
。
出
入
り
口
は
Ⅱ
番
館
に
あ
り

ま
す
。

駐
輪
場
は
Ⅱ
番
館
の
2
階
に
設
け

ら
れ
、収
容
台
数
は
約
千
7
0
0台
で
す
。

～
よ
り
使
利
に
よ
り
快
適
に
～

公
共
施
設

駅
前
広
場
の
整
備

2
月
4
日
、
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ

ッ
キ
(
か
さ
あ
げ
式
広
場
)
と
新
し

い
駅
前
広
場
の
利
用
を
開
始
し
ま
し

た
。
駅
前
広
場
は
工
事
前
の
約
口
倍

(ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
を
含
め

る
と
約
2
。
5
倍
)
に
拡
張
さ
れ
、
デ
ッ

キ
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
広
場
中
央
に
ま
ち
の
シ
ン

ボ
ル
と
な
る
彫
像
が
設
置
さ
れ
ま

す
。
宮
田
亮
平
氏
(
東
京
芸
術
大
学

美
術
学
部
長
)
に
よ
る
作
品
で
、「
乾

杯
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

道
路
の
整
備

外
周
道
路
の
拡
幅
や
歩
道
の
整
備

が
完
成
し
、
再
開
発
地
区
か
ら
常
磐

線
の
下
を
通
っ
て
荒
川
土
手
へ
抜
け

る
道
路
(
図
1
)

が
、
2
月
2
0日
、

午
前
1
0時
か
ら
利
用
出
来
ま
す
。

ま
た
、
再
開
発
事
業
に
合
わ
せ
、

次
の
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

北
千
住
駅
の
改
良

北
千
住
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策

と
し
て
駅
ビ
ル
西
口
の
1
階
か
ら
3

階
ま
で
を
結
ぶ
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
と
2

階
と
3
階
を
結
ぶ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
整
備
し
ま
す
。

駐
車
場
案
内
シ
ス
テ
ム

千
住
ミ
ル
デ
ィ
ス
の
駐
車
場
と
駅

周
辺
の
駐
車
場
の
利
用
状
況
を
表
示

す
る
シ
ス
テ
ム
が
、
国
道
4
号
線
を

は
じ
め
と
す
る
幹
線
道
路
と
主
要
な

交
差
点
な
ど
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

「
あ
だ
ち
シ
テ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
」

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
に
面
し
た
ビ
ル

の
壁
面
に
、
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
「
あ
だ

ち
シ
テ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
」
(縦
5
.
8
m、横
7
.
7
m
)

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
各
種

イ
ベ
ン
ト
な
ど
様
々
な
情
報
を
美
し

い
画
像
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

図1　 北千住再開発工事による施設

千住ミルディスとは

千住ミルディス
( SENJ UMI LDI X)

はこ の再開発ビルの
名称です。フランス語

で「ミル」は1, 000 、
「ディス」は10の意
味です。「千住」と語
呂を合わせ、新しい

イメージを作り出し
ます。

記念式典を開催
2 月21日 、午前10

時から西口駅前広
場ペデストリアンデ
ッキ上で、テープカ

ット・除幕などの式
典が開催されます。

問
先
=
区
・
北
千
住
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
2
8
7

区
・
公
共
施
設
担
当
課
公
共
施

設
調
整

(
3
8
7
9
)
5
5
1
3

北
千
住
駅
西
口
地
区
市
街
地
再

開
発
組
合(

3
8
7
9
)
5
5
7
1

お願い

百
貨
店
が
営
業
を
開
始
す
る
2
月
2
7日
か
ら
の
数
日
間
は
、
駐

車
場
や
駐
輪
場
の
大
変
な
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
電
車
・

バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
選
挙
豆
知
識
/
人

権
と
同
和
問
題
の
理
解
の
た
め
に
/
安

全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

4
・
5
面
▽
ま
ち
づ
く
り
特
集
/
(
仮
称
)
あ
だ
ち

新
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
/
日
暮
里
・
舎

人
線

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
て

る
丸
く
ん
通
信

8
面
▽
▽
▽
道
路
の
正
し
い
使
い
方

区長 へのファクス

FAX3880- 5678
回答を希望する 方は住所・
氏名・電話番 号など
を記入してください

工
事
が
進
む

竹
の
塚
再
開
発

1
7年
3
月
完
成
予
定

竹
ノ
塚
駅
西
口
南
地
区
で
も
再
開

発
事
業
が
施
行
中
で
す
。
こ
の
事
業

も
地
区
の
地
権
者
の
皆
さ
ん
が
再
開

発
組
合
を
組
織
し
て
進
め
て
い
ま

す
。
建
設
工
事
は
順
調
に
進
め
ら
れ

て
お
り
、
1
7年
3
月
に
完
成
す
る
予

定
で
す
。
工
事
期
間
中
は
不
便
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

再
開
発
ビ
ル

地
上
2
7階
・
地
下
1
階
建
て
で
す
。

ビ
ル
内
に
は
、
竹
の
塚
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
が
移
設
さ
れ
る
ほ
か
、
住

宅
、
店
舗
、
公
共
駐
車
場
・
駐
輪
場

が
入
り
ま
す
。

公
共
施
設

地
区
東
側
の
東
武
伊
勢
崎
線
沿
い

に
道
路
が
新
設
さ
れ
る
ほ
か
、
周
囲

の
道
路
は
す
べ
て
拡
幅
さ
れ
、
歩
道

も
整
備
さ
れ
ま
す
。

地
区
内
に
は
広
場
と
緑
地
も
設
け

ら
れ
ま
す
。

北
の
「
足
立
の
顔
」
も
来
年
3
月

に
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す

問
先
=
竹
の
塚
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
2
8
7

区の木… さくら / 区の花… チューリップ
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは

2 月12 日
から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111( 代)

凡
例

◆ 申 込 ・‥ 申 し 込 み 方 法
◆ 期 限 ・‥ 申 し 込 み 期 限
◆ 場 ・ 申 ・ 問 先 ・ ・ ・ 場 所 ・

申 し 込み 先 ・ 問い 合 わ せ先
◆ 費 用の 記載 のな いも の は無 料
◆ HP … ホ ーム ペ ージ ア ド レ ス

◆ 　 … E メ ール ア ド レ ス

児
童
手
当
(
特
例
給
付
含
む
)

を
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方
へ

現
在
、
児
童
手
当
(
特
例
給
付
を

含
む
)
を
受
給
し
て
い
な
い
方
で
、

次
の
状
況
が
発
生
し
た
と
き
は
、
受

給
可
能
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
年
度
途
中
で
所
得
の
修
正
申
告
を

行
い
、
所
得
が
減
額
と
な
っ
た

▽

保
護
者
の
加
入
年
金
が
変
更
に
な
っ

た
(
国
民
年
金
↓
厚
生
年
金
)

▽
家

庭
の
事
情
で
保
護
者
が
変
更
と
な
っ

た
な
ど

ま
た
、
転
入
や
出
生
時
に
児
童
手

当
の
申
請
を
し
て
い
な
い
方
で
、
対

象
に
な
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
対
象
=
保
護
者
が
区
内
在
住

で
、
6
歳
就
学
前
の
児
童
を
養
育
し

て
お
り
、
所
得
制
限
内
(
表
I
)

の

方

※
共
働
き
世
帯
の
所
得
は
合
算

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
護
者
の
代
表

者
(
生
計
の
中
心
者
)
の
所
得
で
審

査
を
行
い
ま
す
。
控
除
額
は
表
2
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い

必
要
書
類
=

▽
申
請
者
名
義
で
都
内
金
融
機
関
の

普
通
預
金
の
通
帳
(
郵
便
局
を
除
く
)

▽
年
金
の
加
入
状
況
が
確
認
出
来
る

も
の
(
年
金
手
帳

〈
コ
ピ
ー
可
〉
)

▽
印
鑑
(
朱
肉
の
つ
く
も
の
)

▽
健

康
保
険
証
(
生
活
保
護
受
給
中
の
方

は
不
要
)

▽
区
内
に
1
5年
1
月
2

日
以
降
転
入
し
た
方
は
、
1
5年
度
の

所
得
証
明
書
(
課
税
・
非
課
税
証
明

書
)
原
本
1
通

※
証
明
書
は
、
使

用
目
的
を
児
童
手
当
と
指
定
し
、
1
5

年
1
月
1
日
に
住
民
登
録
し
て
い
た

市
区
町
村
か
ら
取
り
寄
せ
て
く
だ
さ

い
(
郵
送
請
求
も
可
)

問
先
=
児
童

給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

表1　 児童手当( 特例 給付含 む) 所得制限限度額

※ 源泉徴収票が発行さ れている方は源泉徴収票の給与所
得控除後の欄に記載されている金額を、自営業者の方で
確定申告された方は総所得金額を参照してください

※ 扶養親族の3 人目以降は、1人増えるごとに38万円を所
得限度額に加算( 扶養親族などが老人扶養親族であると
きは、44万円を加算)

表2　 児童手当( 特例 給付含 む) 控除額一覧
乳
幼
児
の
発
達
相
談

発
達
に
心
配
の
あ
る
、
就
学
前
ま

で
の
お
子
さ
ん
の
相
談
を
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
、

通
所
指
導
(
措
置
通
園
指
導
)
や
心

理
技
術
職
員
、
言
語
聴
覚
士
に
よ
る

個
別
指
導
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
問

先
=
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
あ
し
す

と
」
幼
児
発
達
支
援
室

(
5
6
8
1
)
0
1
3
6

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

「
保
育
講
習
会
」

日
時
=
2
月
2
6日
㈲
、
午
前
1
0時
～

午
後
4
時

対
象
=
区
内
在
住
で
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
提
供
会
員
の

登
録
を
希
望
す
る
方
、
ま
た
は
保
育

に
関
心
の
あ
る
方

内
容
=
子
ど
も

の
心
と
体
の
発
達
/
子
育
て
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
ほ
か

講
師
=
渋
谷
武

子
氏
(
I

・
S
キ
ャ
リ
ア
開
発
研
究

所
臨
床
心
理
士
)

定
員
=
5
0
人
(
先

着
順
)

申
込
=
電
話

期
限
=
2

月
2
4日

※
講
習
後
、
提
供
会
員
に

登
録
出
来
ま
す
(
説
明
・
登
録
手
続

き
は
、
午
後
4
時
か
ら
4
時
4
5分
)

場
・
申
先
=
あ
い
あ
い
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー

問
先
=
あ
い
あ
い
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー(

3
8
5
6
)
0
2
7
4

子
育
て
推
進
係(

3
8
8
0
)
5
2
6
6

歯
の
健
康
ま
る
か
じ
り
!

歯
っ
ぴ
い
相
談

歯
や
入
れ
歯
の
こ
と
で
悩
ん
で
い

る
方
、
歯
や
口
の
健
康
づ
く
り
を
考

え
て
い
る
方
な
ど
、
気
軽
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
日
時
=
2

月
1
9

日
㈲
、
午
後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

対
象
=
区
内
在
住
の
方

定
員
=
3
0

人
(
先
着
順
)

内
容
=
歯
科
医
師
に

よ
る
個
別
歯
科
相
談
・
健
診
/
歯
科

衛
生
士
に
よ
る
楽
し
い
口
腔
ケ
ア

(体
験
学
習
)
/

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア

ド
バ
イ
ス

場
・
申
・
問
先
=
竹
の

塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
上
国
科
保
健
　

(
3
8
5
5
)
4
1
5
4

噛
む
か
む
セ
ミ
ナ
ー

上
手
な
食
べ
方
を
身
に
付
け
る
た

め
、学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
日
時
=
3

月
8
日
囲
、
午
前
9
時
3
0分
～
H

時
3
0分

対
象
=
1
～
3
歳
児
の
保

護
者

※
保
育
あ
り

内
容
=
講
演

会

「
上
手
な
食
べ
方
・
噛
み
方
を
身

に
つ
け
る
た
め
に
」
講
師
―
央
慶

子
氏
(
都
立
心
身
障
害
者
口
腔
保
健

セ
ン
タ
ー
歯
科
医
師
)

定
員
=
3
0

人
(
先
着
順
)

場
・
申
・
問
先
=
東

和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
歯
科
保
健
係

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

利
用
者
の
情
報
提
供
を
検
討

し
て
い
ま
す

高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
(
ボ

タ
ン
を
押
す
と
、
1
1
9
番
に
自
動
通
報

す
る
装
置
)
を
現
在
利
用
し
て
い
る

方
の
情
報
を
、
区
・
社
会
福
祉
協
議

会
に
提
供
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
意
見
や
質
問
の
あ
る
方
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
提
供
理

由
=
同
協
議
会
で
行
っ
て
い
る
「
お

は
よ
う
訪
問
事
業
」
(毎
日
、自
宅
に

乳
酸
飲
料
を
配
達
す
る
業
者
が
安
否

確
認
を
行
弓
事
業
)
と
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
と
の
重
複
利
用
者
を
検
索
す

る
た
め

提
供
内
容
=
高
齢
者
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
利
用
者
の
住
所
、
氏

名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号

※
こ
の
情
報
は
、「
お
は
よ
う
訪
問
事

業
」
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん

意
見
受
付
期
限
=
3
月
1
5

日

問
先
=
在
宅
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
7

ここ ろ の 健 康 フェス テ ィバ ル

「hear t  t o hear t

ひらい てみよう　心 のとびら」

心の健康、心の病に対する理解、心の病をも

った方の社会復帰を進めることを目的に行いま

す。日時=3月6日出、正午～午後4時場所

= 区役所 内 容= 特別 講 演 「人生エ ッセ イ」 小

川 宏氏( 司 会業) / 安 藤 秀樹氏( シ ンガ ーソ ン

グライダー) によるミ
ニコンサード/ 模擬店/

バザー/ 自主製品販
売/ 演奏・演劇/ 家族
相談会ほか 特別講演

定員=450 人( 先着順)
申込= 当日直接会場へ
問先= 地域生活支援セ

ンター

3883- 7177

▲ 小川宏氏 による特別

講演は午後1 時から

職
員
を
募
集
し
ま
す

区
職
員
【
看
護
師
、
診
療
放

射
線
】
採
用
選
考

試
験
日
=
2
月
汕一
日
州

採
用
予
定

日
=
▽
看
護
師
・
:
4
月
1
日
以
降

▽
診
療
放
射
線
・
:
7
月
1
日
以
降

資
格
等
=
表
3

申
込
=
申
込
書
を

持
参
(
午
前
9
時
～
午
後
5
時
、土
・

日
・
祝
日
を
除
く
)
ま
た
は
郵
送

(簡
易
書
留
に
限
る
)

※
申
込
書

は
人
事
係
で
配
布
、
ま
た
は
郵
送
請

求
(
送
付
先
住
所
を
記
入
し
、
2
0
0円

分
の
切
手
を
張
っ
た
角
2
サ
イ
ズ
の

返
信
用
封
筒
を
、
選
考
区
分
が
わ
か

る
よ
う
に
送
付
)

期
限
=
2

月
1
9

日
(
郵
送
の
場
合
は
、
消
印
有
効
)

申
・
問
先
=
人
事
係

一
T
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

(
3
8
8
0
)
5
8
3
1

表3　 区職員( 看護師、診療放射線) 選考区分 等

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

専
門
非
常
勤
募
集

対
象
=
心
理
・
教
員
・
保
健
師
・
保

育
士
・
社
会
福
祉
士
な
ど
の
資
格
を

有
す
る
方

勤
務
内
容
=
1
8歳
ま
で

の
子
ど
も
と
家
庭
に
関
す
る
相
談
お

よ
び
援
助

雇
用
期
間
-
1

年
間

崇
更
新
可
(
原
則
最
長
5
年
)

募
集

人
数
=
若
干
名

選
考
=
面
接
(
3

月
第
1

週
を
予
定
)

採
用
予
定
日
=
4

月
1
日
以
降

申
込
=
履
歴
書

を
郵
送
ま
た
は
持
参

期
限
=
2

月
2
6

日
(
郵
送
の
場
合
は
、消
印
有
効
)

申
・
問
先
=
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー

〒
1
2
0・0
0
0
4

東
綾
瀬
1
-
5
-
1
7

(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

区
立
保
育
園
臨
時
職
員
等

登
録
者
募
集

対
象
=
区
内
在
住
の
方

勤
務
内
容
=

保
育
園
で
の
保
育
、
調
理
、
用
務

勤
務
条
件
等
―
▽
欠
員
パ
ー
ト
・
:午

前
8
時
3
0分
～
午
後
5
時
1
5分
の
間

で
6
時
間
以
内
、
時
給
8
2
0円

▽
特

例
保
育
…
午
前
7
時
3
0分
～
1
0時
、

お
よ
び
午
後
4
時
～
6
時
3
0分
の
問

で
2
～
4
時
間
、
時
給
8
7
0円

採
用
=

欠
員
が
あ
り
次
第
連
絡

申
込
=

電
話
(
随
時
募
集
)

申
・
問
先
=
保

育
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
2

竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

非
常
勤
職
員
募
集

保
健
師
(
非
常
勤
)

対
象
=
保
健
師
の
資
格
を
持
つ
方

勤
務
内
容
=
保
健
指
導
、
各
種
健
診

業
務
補
助

精
神
保
健
指
導
員
(
非
常
勤
)

対
象
=
大
学
で
福
祉
ま
た
は
心
理
学

課
程
を
卒
業
し
た
方

勤
務
内
容
=

デ
イ
ケ
ア
な
ど
精
神
保
健
福
祉
業
務

ー

い
ず
れ
も
ー

勤
務
条
件
等
=
週
4
日
(
3
0
時
間
)
、

有
給
休
暇
・
社
会
保
険
有
り

募
集

人
数
=
各
1
人

申
込
=
自
筆
履
歴

書
を
郵
送
ま
た
は
窓
口
に
持
参

選

考
=
書
類
選
考
お
よ
び
面
接
(
日
程

は
後
日
通
知
)

採
用
予
定
日
=
4

月
1
日

期
限
=
2
月
2
0日
必
着

場
・
申
・
問
先
=
竹
の
塚
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

〒
1
2
1・0
8
2
2

西
竹
の
塚
2
-
1
2
-
8

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

保
健
師
(
非
常
勤
職
員
)
募
集

対

象
=

保
健

師
資

格
を

有
す

る
方

勤

務
内

容
=

中
央

本
町

保
健

総
合

セ

ン

タ
ー
で

の
保
健

指
導

・
相

談
業

務

ほ

か

勤
務

条
件
=

週
4

日
(
3
0

時

間
)

採

用

予

定

日
=
4

月
1

日

定
員
=
1

人

選

考
=

書
類
選

考

お

よ
び
面

接
(

日
程

は
後

日
通

知
)

場

・
申

・
問

先
=

中
央

本
町

保
健

総

合

セ

ン

タ
ー
地
域

保
健

係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

中
小
企
業
相
談
員
募
集

対
象
=
6
5歳
未
満
の
中
小
企
業
診
断

士
の
資
格
を
有
す
る
方

勤
務
内
容
=

中
小
企
業
の
経
営
全
般
・
新
規
創

業
に
関
す
る
相
談
・
指
導
な
ど

勤

務
条
件
=
週
2
～
3
日
勤
務
、
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時

雇
用
期
間
=
1

年
(
更
新
可
)

報
酬
=
1
万
6
千
円

(日
額
)

募
集
人
数
=
1

人

選

考
=
書
類
審
査
お
よ
び
面
接

採
用

予
定
日
=
4
月
1
日

申
・
問
先
=

経
営
支
援
係(

3
8
8
0
)
5
8
6
3
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ケ
ア
ハ
ウ
ス
六
月
入
居
者
募
集

体
が
や
や
弱
っ
た
こ
と
に
よ
り
生

活
に
不
安
が
あ
る
高
齢
者
が
、
安
心

し
て
自
立
し
た
生
活
を
す
る
た
め
の

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。
食
事
の
提

供
や
入
浴
の
準
備
、
生
活
相
談
な
ど

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
対
象
=
次
の

す
べ
て
に
該
当
す
る
方
…
区
内
在
住

で
満
6
0
歳
以
上
/
自
炊
が
出
来
な
い

程
度
の
身
体
機
能
の
低
下
、
ま
た
は

高
齢
な
ど
の
た
め
独
立
し
た
生
活
に

不
安
が
あ
る
/
身
の
回
り
の
こ
と
が

自
分
で
出
来
る
/
使
用
料
が
負
担
出

来
る
(
本
人
の
年
収
に
よ
り
月
額
約

3
万
～
1
9
一
万
円
の
ほ
か
実
費
相
当

分
)
/
保
証
人
を
立
て
ら
れ
る
募

集
室
数
=
▽
I
人
部
屋
・
:
1
室
(
予

定
)
▽
2
人
部
屋
・
:
2
室
※
2

人
部
屋
に
は
、
夫
婦
・
兄
弟
姉
妹
・

親
子
な
ど
で
入
居
出
来
ま
す
配

布
・
申
込
期
間
=
2
月
1
0
日
～
2
4
日

申
込
=
電
話
連
絡
の
上
、
本
人
と
保

証
人
が
申
込
用
紙
を
施
設
に
持
参

※
申
込
用
紙
は
各
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
、
各
区
民
事
務
所
、
ケ
ア
ハ

ウ
ス
六
月
、
高
齢
調
整
係
で
配
布

申
先
=
ケ
ア
ハ
ウ
ス
六
月
(
六
月
1
-
6
-
1
)

(
5
2
4
2
)
0
3
0
5

問
先
=

高
齢
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
6

女
性
の
た
め
の
運
動
講
演
会

尿
も
れ
、
骨
粗
し
ょ
う
症
、
高
脂

血
症
な
ど
、
女
性
に
多
い
ト
ラ
ブ
ル

の
解
消
と
予
防
に
役
立
つ
運
動
を
紹

介
し
ま
す
。
日
時
=
3
月
1
日
囲
、

午
後
2
時
～
4
時
場
所
=
東
和
地

域
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象
=
区
内
在

住
の
女
性

内
容
=
女
性
限
定
オ
リ

ジ
ナ
ル
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

講
師
=

健
康
運
動
実
践
指
導
者

定
員
=
5
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・

問
先
=
東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地

域
保
健
係

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

中
高
年
女
性
　
尿
失
禁
予
防
講
座

少
量
の
尿
が
瞬
間
的
に
漏
れ
て
し

ま
う
尿
失
禁
、
そ
の
原
理
と
予
防
・

対
応
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。
日

程
等
=
表
3

対
象
=
区
内
在
任
・

在
勤
の
中
高
年
女
性

定
員
=
3
0人

(先
着
順
)

場
・
申
・
問
先
=
竹
の

塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

表3　 中高年女性尿失禁予防講座日程等

※ いずれも水曜日。時間は、午後1時30分～　
3時30分

呼
吸
器
病
教
室
(
音
楽
療
法
)

気
持
ち
よ
く
歌
っ
て
、
楽
し
く

過
ご
そ
う

P
A
R
T

Ⅱ

日
時
=
2
月
2
5
日
圉
、
午
前
1
0
時
～

‥
H時
3
0分

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ

ー
ル

対
象
=
ぜ
ん
息
を
治
療
中
の

方
お
よ
び
そ
の
家
族

内
容
=
ぜ
ん

息
発
作
を
楽
に
す
る
腹
式
呼
吸
に
つ

い
て
、
よ
く
知
っ
て
い
る
歌
を
歌
い

な
が
ら
学
び
ま
す

講
師
=
山

浩

氏
(
声
楽
家
)

定
員
=
5
0
人
(
先
着

順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
公

害
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

社
会
福
祉
講
座
　
～
人
生
を
語

る
ピ
ア
ノ
の
響
き
～
講
演
会
&

バ
リ
ア
フ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

昨
年
1
2
月
の
「
足
立
区
障
害
者
の

日
記
念
事
業
」
で
も
演
奏
し
、
好
評

だ
っ
た
伊
藤
清
氏
を
迎
え
ま
す
。

日
時
=
2
月
2
8
日
出
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
内
容
=
全
盲
の
ピ

ア
ニ
ス
ト
・
伊
藤
清
氏
が
自
ら
の
人

生
の
様
々
な
体
験
を
語
る
講
演
会
と

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
(
手
話
通
訳
・

要
約
筆
記
が
つ
き
ま
す
)

定
員
=
1
0
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス

場
・
申
・
問
先
=
障

害
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
あ
し
す
と
」
自

立
生
活
支
援
室

〒
1
2
1・0
8
1
6

梅
島
3
-
3
1
-
1
9

(
5
6
8
1
)
0
1
3
2

(
5
6
8
1
)
0
1
3
7

名
医
が
語
る
「
お
酒
を

呑
む
人
間
の
こ
こ
ろ
」

動
物
の
中
で
、人
間
だ
け
が
お
酒

を
飲
み
ま
す
。人
間
が
な
ぜ
お
酒
を

飲
む
の
か
を
お
話
し
ま
す
。日
時

=
3
月
1
0
日
圉
、午
後
2
時
3
0
分
～

4
時
3
0
分

定
員
=
3
0
人
(
先
着
順
)

講
師
=

樋
口
進
氏
(

国
立
療
養
所
久

里
浜
病
院
副
院
長
)

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=

中
央
本
町
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

～
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
～

区
食
品
衛
生
監
視
指
導
計
画
(
案
)

に
つ
い
て
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

区
で
は
、
1
6年
度
区
食
品
衛
生
監

視
指
導
計
画
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

出
来
上
が
っ
た
計
画
案
に
つ
い
て
、

広
く
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を

募
集
し
ま
す
。
計
画
案
は
、
足
立
保

健
所
、
各
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
、
区

役
所
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
区
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま

す
。

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
ま
た
は
、
区
内
に
事
業
所
な

ど
を
持
つ
法
人
・
そ
の
他
の
団
体

申
込
=
郵
便
、
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー

ル
に
住
所
、
氏
名
ま
た
は
名
称
(
法

人
や
団
体
の
場
合
は
代
表
者
の
氏

名
)
を
明
記

期
限
=
2
月
2
9日
必

着

申
・
問
先
=
足
立
保
健
所
食
品

保
健
係

〒
1
2
0・0
0
1
1

中
央
本

町
1
-
5
-
3(

3
8
8
0
)
5
3
6
3

(
3
8
8
0
)
6
9
9
8

s
e
i
k
a
t
u
e
i
s
e
i
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p

朝
鮮
半
島
・
台
湾
出
身
の

軍
人
・
軍
属
な
ど
で
あ
っ
た

方
と
そ
の
遺
族
の
方
へ

朝
鮮
半
島
・
台
湾
出
身
の
旧
軍
人
・

軍
属
な
ど
で
重
度
戦
傷
病
に
な
っ
た

方
や
そ
の
遺
族
に
対
し
、弔
慰
金
(
2
6
0

万
円
)
・
見
舞
金
(
4
0
0万
円
)
を
支
給

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
受
け
付
け
の

最
終
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
該
当
す

る
方
や
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
早

め
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
=
3

月
3
1日

問
先
=
民
生
係

人
権
と
同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

外
国
人
の
人
権
問
題

区
内
で
は
、多
様
な
国
籍
や
文
化
、

生
活
習
慣
を
持
っ
た
外
国
人
が
生
活

し
て
い
ま
す
。
ま
ち
で
も
様
々
な
国

の
人
を
見
か
け
ま
す
。
区
内
の
1
月
1

日
現
在
の
外
国
人
登
録
者
数
は
2

万
千
4
3
1人
で
、
区
の
人
口
の
3
。
3
%を

占
め
、
約
3
0人
に
1
人
は
外
国
人
と

い
う
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
言
語
、
文
化
、
宗
教
、

生
活
習
慣
な
ど
の
違
い
か
ら
く
る
誤

解
や
偏
見
な
ど
に
よ
り
、
外
国
人
の

人
権
に
か
か
わ
る
問
題
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

例
え
ば
、「
外
国
人
お
断
り
」と
し

て
、
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の

入
居
を
断
る
ケ
ー
ス
や
、
外
国
人
で

あ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
就
労
に

関
し
不
合
理
な
扱
い
を
受
け
る
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

最
近
で
は
、
ら
致
問
題
の
誤
っ
た

認
識
に
よ
る
在
日
韓
国
・
朝
鮮
の
方

々
へ
の
嫌
が
ら
せ
な
ど
の
被
害
も
発

生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
閉
鎖
的
な
態
度
や
行

動
・
差
別
は
、
外
国
人
の
人
権
を
侵

害
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

も
し
、
自
分
が
外
国
で
生
活
す
る

こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
外
国
籍
で
あ

る
と
い
う
だ
け
で
不
合
理
な
扱
い
を

受
け
る
こ
と
を
想
像
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
差
別
が
い
か
に
誤
っ
た
こ
と

か
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

国
籍
、
人
種
、
宗
教
な
ど
に
よ
る

不
合
理
な
差
別
を
な
く
し
、「
そ
の
人

自
身
」
を
知
ろ
う
と
す
る
努
力
こ
そ

が
真
の
国
際
化
に
は
欠
か
せ
な
い
も

の
な
の
で
す
。

《
人
権
・
同
和
係
》

選
挙
豆
知
識

政
治
家
な
ど
に
よ
る
入
学
祝

い
・
就
職
祝
い
な
ど
の
寄
付

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

公
職
選
挙
法
は
、き
れ
い
な
選
挙
、

お
金
の
か
か
ら
な
い
政
治
を
実
現
す

る
た
め
、
政
治
家
な
ど
(
立
候
補
予

定
者
を
含
む
)
が
選
挙
区
内
の
人
に

寄
付
を
す
る
こ
と
を
厳
し
く
規
制
し

て
い
ま
す
。
違
反
し
て
処
罰
さ
れ
た

場
合
は
、
公
民
権
(
選
挙
権
・
被
選

挙
権
)
が
停
止
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

有
権
者
が
こ
れ
ら
を
求
め
る
こ
と
も

禁
止
さ
れ
、
政
治
家
な
ど
に
強
要
す

る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

寄
付
に
は
金
銭
だ
け
で
な
く
品
物

も
含
ま
れ
、
以
下
の
も
の
も
該
当
し

ま
す
。

▽
入
学
祝
い
・
卒
業
祝
い
・
就
職
祝

い
・
出
産
祝
い
な
ど
を
出
す
こ
と

▽
政
治
家
な
ど
が
町
内
会
の
催
し
物

な
ど
に
協
賛
す
る
か
た
ち
で
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
・
町
会
名
簿
に
有
料
名

刺
広
告
を
出
す
こ
と
な
ど

「
贈
ら
な
い

。受
け
取
ら
な
い
・
求

め
な
い
」
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る

く
き
れ
い
な
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ

う
。

《
選
挙
管
理
委
員
会
》

農
業
委
員
会

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
毎
年
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
の
選
挙
人
名
簿

を
調
製
し
て
い
ま
す
。
こ
の
選
挙
人

名
簿
を
選
挙
人
に
対
し
次
の
と
お
り

縦
覧
し
ま
す
。
期
間
=
2
月
2
3
日
～

3
月
8
日

場
所
=
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局

問
先
=
選
挙
管
理
委

員
会

　
(
3
8
8
0
)
5
5
8
1

安
全
・
安
心

ま
ち
づ
く
り
第
7
回

注
意
で
防
ご
う

ひ
っ
た
く
り

最
近
、「
ひ
っ
た
く
り
被
害
」
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
昨
年
、
区
内
で
は
3
1
1

件
の
被
害
届
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

区
内
で
逮
捕
さ
れ
た
ひ
っ
た
く
り

犯
人
は
、
犯
行
の
状
況
を
次
の
よ
う

に
話
し
て
い
ま
す
。

▽
原
付
き
バ
イ
ク
を
使
用
し
、
犯
行

を
行
う
場
所
を
必
ず
下
見
す
る

▽
路
地
裏
に
隠
れ
、
自
転
車
に
乗
っ

た
女
性
を
注
意
深
く
観
察
す
る

▽
自
転
車
の
前
か
ご
に
バ
ッ
グ
を
入

れ
て
い
る
女
性
を
ね
ら
う

▽
自
転
車
の
前
か
ご
内
か
ら
バ
ッ
グ

を
ひ
っ
た
く
り
、
逃
走
す
る

こ
の
よ
う
に
犯
人
は
、
犯
行
前
に

被
害
者
を
選
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

自
分
だ
け
は
被
害
に
遭
わ
な
い
と

い
う
過
信
は
禁
物
で
す
。
犯
人
は
今

ま
さ
に
あ
な
た
の
バ
ッ
グ
に
ね
ら
い

を
定
め
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ひ
っ
た
く
り
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
注

意
と
工
夫
で
防
止
出
来
ま
す
。
被
害

者
に
な
ら
な
い
た
め
、
次
の
点
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
歩
行
中
、
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
な
ど
は

車
道
側
に
持
た
な
い
よ
う
に
し
、

持
ち
方
、
周
囲
に
も
注
意
す
る

▽
裏
通
り
、
人
通
り
の
少
な
い
道
路

は
出
来
る
だ
け
避
け
る

▽
自
転
車
の
前
か
ご
に
物
を
入
れ
る

と
き
は
、
ひ
っ
た
く
り
防
止
用
ネ

ッ
ト
な
ど
を
使
用
す
る

▽
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
と
き

は
、
大
声
を
上
げ
て
周
囲
に
知
ら

せ
た
り
、
す
ぐ
に
1
1
0番
通
報
す
る

《
地
域
活
動
支
援
係
》

住民税・所得税の
申告はお早めに

問先= 課税第一・二係
3880- 5231 ・0

医療費は大切に
病気やけがは、突然やってきます。多額の負担で経済
的苦痛を背負うことなく、安心して治療が受けられるよ
うに、老人保健医療制度があります。
この制度の財源は、皆さんの保険料と国・都道府県・
区市町村の税金で、多くの人の協力に支えられています。
区が昨年度に支払った老人保健医療費の総額は約458

億円、1人当たり平均73万円余りとなっています。15年度
も医療費は高い水準で推移しています。一人ひとりが病
気予防や上手な受診を心掛け、健康作りに取り組んで医
療費を有効に使いましょう。
* 医療費の有効利用7 ヵ条*
①受診時は、症状を要領よく説明しましょう
②掛かり付け医を持ちましょう
③同じ病気でいくつもの病院に掛かるのはやめましょう
④治療より予防に努めましょう
⑤定期的に健康診断を受けましょう
⑥栄養・運動・休養の健康三原則を守りましょう
⑦医療費に関心を持ち、健康保持の工夫をしましょう
問先= 高齢医療係03880- 5874
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共
に
考
え
、
取
り
組
も
う

み
ん
な
で
つ
く
る
ま
ち
づ
く
り

区
で
は
、
個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
、
ゆ
と
り
と
活
力
、
と
き
め
き
の
あ
る
地
域
社
会
づ

く
り
を
め
ざ
し
、
便
利
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
世
代
に
、
住
み
よ
い
住
環
境
を
継
承
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
で
暮
ら

す
皆
さ
ん
と
区
が
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
こ
で
は
、地
域
住
民
の
皆
さ
ん
や
区
が
進
め
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
の
事
例
を
紹
介
し

ま
す
。
皆
さ
ん
も
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

住民参加の
まちびくり

地
域
の
皆
さ
ん
が
円
滑
に
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ら
れ
る
よ
う
、ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
・

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。「
推
進

委
員
」は
地
域
を
代
表
す
る
相
談
者
と
し
て
、

「
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
は
専
門
的
な
助
言
者
と

し
て
ま
ち
づ
く
り
を
手
伝
い
ま
す
。
ま
た
、

ま
ち
づ
く
り
N
P
O
団
体
と
の
新
た
な
協
働

の
仕
組
み
作
り
も
進
め
て
い
ま
す
。
区
内
の

団
体
な
ど
で
関
心
の
あ
る
方
や
、
共
同
建
て

替
え
な
ど
の
具
体
的
な
計
画
を
考
え
て
い
る

方
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
3

「防災まちづくり」の実現に向けて

安
全
で
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く

り
に
は
、
(
I

ド

。ソ
フ
ト
両
面
の
ま

ち
づ
く
り
が
必
要
で
す

。「
白
分
た
ち
の

ま
ち
は
自
分
た
ち
で
っ
く
り
、
自
分
た

ち
の
命
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
が
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
を
つ
く
る

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
教
訓
に
、
都

で
は
地
震
に
強
い
都
市
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、「
防
災
都
市
づ
く
り
推
進
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

西
新
井
駅
西
口
周
辺
地
区
な
ど
の
木
造

密
集
地
域
は
、
早
期
に
防
災
性
の
向
上

を
図
る
べ
き
地
域
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

栗
原
小
学
校
や
亀
田
小
学
校
周
辺
地

区
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
自
分

た
ち
の
住
む
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
検

討
し
、
ま
ち
歩
き
点
検
や
防
災
訓
練
な

ど
の
地
域
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
区
で
は
、
大
震
災
の
災
害
で

最
も
大
き
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
市
街

地
延
焼
火
災
に
対
し
、
延
焼
防
止
や
安

全
な
避
難
路
の
整
備
を
進
め
る
た
め
、

幹
線
道
路
の
沿
道
建
て
物
の
不
燃
化
を

進
め
て
い
ま
す
。

早
急
に
整
備
が
必
要
な
木
造
密
集
地

域
な
ど
の
地
区
で
は
、
不
燃
化
建
築
物

へ
の
建
築
助
成
を
し
て
い
ま
す
。現
在
、

放
射
H
号
線
(
尾
久
橋
通
り
)
地
区
と

補
助
1
3
6号線
関
原
・
梅
田
地
区
で
、
不

燃
化
促
進
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
先
=
防
災
ま
ち
づ
く
り
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

▲ 消防車を使い、まちの点検をする栗原小
周辺地区まちづくり協議会の皆さん

新駅沿線の魅力あるまちにむけて
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
と
新
交
通
シ

ス
テ
ム
日
暮
里
・
舎
人
線
の
開
業
に
む

け
て
、
沿
線
周
辺
の
土
地
利
用
が
活
発

化
し
て
き
て
い
ま
す
。
地
域
拠
点
と
な

る
新
駅
周
辺
で
は
、
駅
前
に
ふ
さ
わ
し

い
土
地
利
用
や
建
て
物
用
途
の
誘
導
、

景
観
形
成
な
ど
、
そ
の
地
区
に
合
わ
せ

た
ル
ー
ル
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
区
や
関
係
権
利
者
・
町
会
・

自
治
会
・
商
店
会
な
ど
で
作
る
「
ま
ち

づ
く
り
連
絡
会
」
で
、
ま
ち
並
み
や
環

境
整
備
の
ル
ー
ル
を
検
討
し
て
い
ま

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
「
ま
ち
づ
く
り
連
絡
会
」

「
(
仮
称
)
江
北
駅
周
辺
地
区
」

新
交
通
シ
ス
テ
ム
日
暮
里
・
舎
人
線

と
池
袋
・
西
新
井
を
つ
な
ぐ
バ
ス
路
線

が
交
わ
る
交
通
結
節
点
と
し
て

〝う
る

お
い
・
活
気
・
粋
な
ま
ち
江
北
〟
を
目

標
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

「
千
住
三
丁
目
地
区
」

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
開
業
や
再

開
発
事
業
の
進
ち
ょ
く
を
機
に
、〝安
全

で
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
、
住
み
続
け
た
い

ま
ち
〟
に
む
け
た
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

「
第
2
9地
区
」

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
青
井
駅
周

辺
の

〝親
し
み
の
あ
る
安
全
な
ま
ち
〟

を
目
標
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

問
先
=
地
区
ま
ち
づ
く
り
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

▲ ( 仮称) 江北駅前広場のイメージ図

密集市街地の改善にむけて
「修復型のまちづくり」

千
住
地
区
を
含
ん
だ
環
状
七
号
線
以

南
の
市
街
地
で
は
、
古
い
木
造
住
宅
が

多
く
、
道
路
や
公
園
な
ど
の
整
備
が
不

十
分
な
た
め
、
災
害
時
に
倒
壊
や
延
焼

の
危
険
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
密
集
市
街
地
で
は
、
再
開

発
や
土
地
区
画
整
理
な
ど
と
い
っ
た
大

規
模
な
手
法
で
は
な
く
、
ま
ず
老
朽
住

宅
の
建
て
替
え
を
促
し
、
そ
れ
を
機
に

道
路
拡
幅
や
公
園
の
整
備
を
行
っ
て
い

く
と
い
う
「
修
復
型
」
の
ま
ち
づ
く
り

が
適
切
な
手
法
と
な
り
ま
す
。

現
在
、関
原
一
丁
目
地
区
、足
立
丁

二
・
三
丁
目
地
区
、
西
新
井
駅
西
口
周

辺
地
区
の
3
地
区
で
修
復
型
の
密
集
住

宅
市
街
地
整
備
促
進
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

問
先
=
密
集
ま
ち
づ
く
り
係

(
3
8
8
0
)
5
1
8
1

▲ 足立二丁目あかしあ児童遊園の完
成を祝う協議会の皆さんと、五反
野保育園の園児たち

密
集
事
業
で
完
成
し
た
、
関
原

一
丁
目
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
宅
5

号
棟

緑あふれるまち

にむけて
緑
を
守
り
活
か
す

「
足
立
区
の
保
存
樹
を
守
る
会
」
は
、

全
国
で
も
珍
し
い
任
意
団
体
で
、
大
木

や
樹
林
を
次
世
代
へ
継
承
す
る
こ
と
を

願
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
4
月
に
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開
設
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、緑
の
協
力
員
な
ど
が
協
力
し
、

落
ち
葉
を
資
源
と
し
て
活
用
し
、
緑
に

対
す
る
意
識
改
革
を
図
ろ
う
と
、
堆
肥

づ
く
り
試
行
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

緑
を
創
る

区
で
は
、建
て
主
に
建
築
物
の
新
築
・

増
改
築
に
合
わ
せ
て
区
の
緑
化
基
準
を

満
た
す
緑
化
の
指
導
を
行
い
、
新
た
な

緑
を
創
り
出
し
て
い
ま
す
。

道
路
に
接
し
た
部
分
の
緑
化
は
、
景

観
・
防
災

。環
境
な
ど
の
効
果
が
高
い

た
め
、
そ
の
工
事
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
緑
の
協
定
を
結

び
、
個
々
の
地
域
や
事
業
所
に
適
し
た

緑
化
計
画
の
実
現
を
支
援
す
る
制
度
も

あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
緑

1
6年
度
に
区
が
行
う
緑
の
実
態
調
査

は
、
今
後
の
区
全
体
の
緑
の
方
向
性
を

決
め
る
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1▲ 保存樹を守る会では、区外の大

木を訪ね、地元の方との交流も
深めています

環 状 七 号 線 以 北 と
綾 瀬 川 東 側 の ま ち の 特 色

一部を除き、土地区画整理を行い、道路が
碁盤の目のように整然としています。

環状七 号線 以南( 綾瀬川
東 側を 除 く) の ま ち の 特 色

路地や狭い道路、曲がりくねった
道、木造建物の密集などで防災上の
課題が多くあります。

仮
称あ だち新産業振興センター
南棟、3月に建設着工

( 仮称)あだち新産業振興センター南棟の建設が始まります。これは区
役所旧本庁舎跡地を利用するもので、18年春の完成を予定しています。

千
住
の
に
ぎ
わ
い
と
地
域

産
業
の
発
展
を
め
ざ
し
て

旧
本
庁
舎
跡
地
に
南
棟
と
北
棟
の
2

棟
が
建
設
さ
れ
ま
す
。
こ
の
2
つ

の
建
て
物
全
体
を
、「
(
仮
称
)
あ
だ

ち
新
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
」
と
呼
び

ま
す
。
こ
の
う
ち
3
月
に
建
設
着
工

す
る
の
は
、
南
棟
の
部
分
で
す
。

南
棟
は
、
区
有
地
に
事
業
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
方
式
(
事
業
計
画
や
資
金
計

画
を
公
募
す
る
方
式
)
で
決
定
し
た

事
業
者
(
綜
合
商
事
株
式
会
社
)
が
、

区
有
地
に
5
0年
間
の
定
期
借
地
契
約

を
締
結
、
建
設
す
る
も
の
で
す

。

こ
の
施
設
は
、
民
間
が
所
有
し
、

運
営
し
ま
す
。
世
界
的
映
画
監
督
で

あ
っ
た
黒
澤
明
氏
の
映
像
ス
タ
ジ
オ

や
S
O
H
O
(

ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
付

き
賃
貸
住
宅
)
、商
業
施
設
な
ど
が
入

り
、
に
ぎ
わ
い
と
地
域
産
業
の
発
展

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
施

設
の
う
ち
「
イ
ベ
ン
ト
・
展
示
ホ
ー

ル
」「
会
議
室
」「
創
業
支
援
施
設
」

は
、
区
民
が
優
先
し
て
使
う

こ
と
が
出
来
る
公
共
的
な
施

設
に
な
り
ま
す
(
図
1
)
。

※
北
棟
は
、
区
の
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
と
し
て
区
が
建

設
・
運
営
し
ま
す

今
後
の
建
設
ス
ケ
ジ

ュ

ー

ル

南
棟
の
着
工
は
3
月
、
北

棟
は
、
1
7年
2
月
に
建
設
着

工
し
、
1
8年
春
に
、
北
棟
・

南
棟
が
同
時
オ
ー
プ
ン
す
る

予
定
で
す
。

図1　( 仮称) あだち新産業振興センターフロア案内

お問い合わせは、新産業支援課 　3880- 5184

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
(
以
下
、

住
基
カ
ー
ド
)
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
を
す
る
と
き
に
本
人
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
「
電
子
証
明
書
」
を
登

録
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。「
電
子
証

明
書
」
は
、
住
所
・
氏
名
な
ど
に
変

更
が
な
い
限
り
、
交
付
後
3
年
間
有

効
で
す
。
手
数
料
は
3
月
3
1日
ま
で

は
無
料
で
す
(
4
月
1
日
以
降
は
5
0
0

円
)
。
希
望
す
る
方
は
、早
め
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
(
表
1
)
。

個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
と
は

今
後

、
自
宅
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
か

ら

、
様
々
な
行
政
手
続
き
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
そ
の
際
、
他
人
に
よ
る

「
な
り
す
ま
し
申
請

」
や
、
通
信
途

中
で
の
改
ざ
ん
な
ど
を
防
ぐ
必
要
が

あ
り
ま
す
。

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

「
電
子
証
明
書

」
を
交
付
す
る
こ
と

に
よ
り

、こ
れ
ら
の
事
故
を
防
止
し

、

全
国
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
出
来

る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す

。

※
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
に
は
、
電
子
証
明
書

や
パ
ソ
コ
ン
の
ほ
か
に

、
パ
ソ
コ
ン

に
接
続
す
る
指
定
さ
れ
た
規
格
の
I
C

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
が
必
要
で

すオ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
出
来
る

主
な
サ
ー
ビ
ス

①
所
得
税
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税

の
申
告
・
:
6月
1
日
か
ら

②
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
、
自
動
車
の
登

録
な
ど
・
:
1
7年度
以
降

※
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
出
来
る
手
続

き
は
順
次
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。
く

わ
し
く
は
、
各
手
続
き
先
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

住
基
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
な
い
方
は

住
基
カ
ー
ド
の
申
請
も
各
区
民
事

務
所
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
請

後
、
2
週
同
程
度
で
住
基
カ
ー
ド
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
表
1
の
区

民
事
務
所
で
、
顔
写
真
入
り
の
住
基

カ
ー
ド
を
申
請
す
る
と
、
住
基
カ
ー

ド
の
交
付
と
同
時
に
、
電
子
証
明
書

の
登
録
も
出
来
ま
す
。
申
請
時
に

必
要
な
も
の
=
本
人
を
証
明
す
る
も

の
(
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、

健
康
保
険
証
な
ど
)
/
印
鑑
/
顔
写

真
(
顔
写
真
あ
り
タ
イ
プ
を
希
望
す

る
場
合
の
み
。縦
4
.
5
m
x横
U
m
で
。
6

ヵ
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正

面
、
無
背
景
の
も
の
)
/
交
付
手
数

料
5
0
0円

交
付
時
に
必
要
な
も
の
=

本
人
を
証
明
す
る
も
の
(
運
転
免
許

証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
健
康
保
険
証
な

ど
)
/
印
鑑
/
住
基
カ
ー
ド
交
付
通

知
書
兼
照
会
書

※
交
付
は
申
請
し

た
区
民
事
務
所
で
行
い
ま
す
。
顔
写

真
の
確
認
や
交
付
時
に
パ
ス
ワ
ー
ド

の
入
力
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申

請
者
本
人
が
申
請
時
と
交
付
時
の
2

回
来
所
し
て
く
だ
さ
い

表1　 電子証明書の申込方法

※ 登録出来る時間は、いずれも平日、午前9時～午後5時
※ 代理人による申し込みは、条件や手続きが複雑です。くわしく
は、お問い合わせください

電
子
証
明
書
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

住
民
記
録
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

ま
た
は
、
表
1
の
区
民
事
務
所

新
交
通

シス
テ
ム
!

日
暮
里
・
舎
人
線

駅
舎
工
事
、

た
だ
今
、
準
備
中

日
暮
里
・
舎
人
線
に
は
、
全
部
で
1
3

の
駅
が
出
来
、
こ
の
う
ち
区
内
に

は
9
つ
の
駅
が
出
来
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
問
、
各
駅
舎
の
外
観

や
出
入
り
口
の
形
な
ど
に
つ
い
て
、

都
と
区
、
近
隣
住
民
な
ど
の
関
係
者

で
調
整
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
全
1
3駅
の
う
ち
地
元
の

意
向
を
踏
ま
え
、上
沼
田
東
公
園
駅
、

舎
人
駅
、
見
沼
代
親
水
公
園
駅
の
3

駅
の
設
計
が
ほ
ぽ
終
わ
り
ま
し
た
。

駅
舎
工
事
に
は
、
連
絡
通
路
の
設

置
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
1
5年
1
2月

に
発
注
さ
れ
た
上
沼
田
東
公
園
駅
東

側
の
連
絡
通
路
は
、
都
道
の
歩
道
上

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、
駅
に

隣
接
し
た
土
地
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

と
階
段
が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、駅
西
側
に
は
、歩
道
上
の
北
に

向
か
っ
て
階
段
を
設
置
し
、
中
央
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
南
に
向
か
っ
て
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
予
定

で
す
。

一
部
の
工
事
を
、
今
年
の
秋
ご
ろ

か
ら
計
画
し
て
い
ま
す
。

※
文
中
の
駅
名
は
、
す
べ
て
仮
称
で

す

《
日
暮
里
・
舎
人
線
推
進
係
》

▲ ( 仮称) 上沼田東公園駅西側のイメージ図
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休
日
納
税
・
納
付
相
談

「
区
・
都
民
税
」
「
国
民
健
康
保
険

料
」
「
介
護
保
険
料
」
の
休
日
納
税
・

納
付
相
談
を
行
い
ま
す
。
日
時
=

2
月
9
9
一
日
面
、
午
前
9
時
～
午
後
4

時

場
所
=
区
役
所

問
先
=
納
税

第
一
・
第
二
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
6

・
7

こ
く
ほ
年
金
課
納
付
相
談
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
3

介
護
保
険
課
収
納
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
7
4
4

納
税
の
相
談
は
お
早
め
に

1
5年
度
第
4
期
分
の
特
別
区
民

税
・
都
民
税
の
納
期
限
(
2
月
2
日
)

が
過
ぎ
ま
し
た
。

納
期
限
後
は
、
延
滞
金
(
年
率
1
4・
6
%
)

が
加
算
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

引
き
続
き
納
付
さ
れ
な
い
と
き
に

は
、
差
し
押
さ
え
な
ど
の
処
分
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

事
情
が
あ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
が

出
来
な
い
場
合
や
、
不
明
な
点
に
つ

い
て
は
、
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
問
先
=
納
税
第
一
・
第
二
係
　

　
(
3
8
8
0
)
5
2
3
6

・
7

国
民
健
康
保
険
料
は

控
除
の
対
象
で
す

所
得
税
や
住
民
税
の
申
告
を
す
る

と
き
、
国
民
健
康
保
険
料
は
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
領

収
書
や
口
座
振
替
済
通
知
(
(
ガ
キ
)

か
ら
領
収
日
を
確
認
し
て
、
1
5年
の
1

月
か
ら
1
9一月
ま
で
に
納
め
た
保
険

料
の
合
計
額
を
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
領
収
書
な
ど
を
添
付
し

な
く
て
も
控
除
は
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
領
収
書
は
大
切
に
保
管
し
ま
し

ょ
う
。
問
先
=
こ
く
ほ
年
金
課
庶

務
係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
5
1

教
育
相
談
の
お
知
ら
せ

学
校
に
行
く
の
を
嫌
が
る
、
言
葉

が
遅
い
な
ど
、
お
子
さ
ん
の
教
育
上

の
悩
み
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、進
級
・

進
学
を
控
え
た
お
子
さ
ん
の
新
た
な

悩
み
に
つ
い
て
も
専
門
の
相
談
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

面
接
相
談

日
時
=
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
(
祝
日

を
除
く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
教

育
研
究
所

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室

(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室

(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

電
話
相
談

日
時
=
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
(
祝
日

を
除
く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0

分

申
・
問
先
=
教
育
研
究
所

(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

4
月
か
ら
小
・
中
学
校
に

入
学
予
定
の
方
へ

4
月
か
ら
区
立
小
・
中
学
校
に
入

学
を
希
望
す
る
外
国
人
の
方

ま
だ
入
学
申
請
の
手
続
き
を
し
て

い
な
い
方
は
、
至
急
、
就
学
係
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

国
立
・
私
立
の
小
・
中
学
校
へ
の

入
学
が
決
定
し
た
方

入
学
す
る
学
校
の
入
学
許
可
証
を

就
学
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

区
立
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る
方

入
学
す
る
学
校
に
「
就
学
届
」
を

提
出
し
て
い
な
い
方
は
、
至
急
、
入

学
す
る
学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

い
ず
れ
も

問
先
=
就
学
係(

3
8
8
0
)
5
9
6
9

外
国
人
学
校
の
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
の
方
へ
補
助
金
を

支
給
し
ま
す

外
国
人
学
校
に
外
国
籍
を
有
す
る

児
童
・
生
徒
を
通
学
さ
せ
て
い
る
保

護
者
の
方
へ
、
学
費
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
の
補
助
金
(
1
5
年
度
後
期
。

1
5
年
1
0
月
～
3
月
)
を
支
給
し
ま
す
。

申
請
=

▽
区
内
の
外
国
人
学
校
に
在

籍
す
る
外
国
籍
を
有
す
る
児
童
・
生

徒
の
保
護
者
…
学
校
か
ら
の
指
示
に

従
っ
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

▽
区
外
の
外
国
人
学
校
に
在
籍
す
る

外
国
籍
を
有
す
る
児
童
・
生
徒
の
保

護
者
・
:私
学
振
興
担
当
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い

※
在
籍
証
明
書
(
区
役

所
所
定
の
も
の
)
、保
護
者
名
義
の
預

金
通
帳
(
郵
便
局
は
除
く
)
、印
鑑
が

必
要
で
す

申
・
問
先
=
総
務
課
私

学
振
興

区
営
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
(
6
5
歳
以
上

の
単
身
者
向
け
)
の
入
居
者
募
集

申
込
用
紙
配
布
期
間
=
2
月
1
9日
～
2
6

日
(
土
・
日
は
除
く
)

配
布
場
所
=

住
宅
管
理
係
、
区
民
事
務
所
(
予

定
枚
数
に
達
し
次
第
、
配
布
終
了
)

※
募
集
内
容
な
ど
く
わ
し
く
は
、「
申

込
用
紙
(
申
込
の
し
お
り
)
」を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
先
=
住
宅
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
8

乾
電
池
は
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ

乾
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
、
区
民

事
務
所
や
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
、
住

区
セ
ン
タ
ー
な
ど
8
9力
所
の
公
共
施

設
な
ど
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

回
収
さ
れ
た
乾
電
池
は
、
鉄
・
亜

鉛
・
マ
ン
ガ
ン
な
ど
に
分
解
さ
れ
、

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
乾
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に

は
、
マ
ン
ガ
ン

ー
ア
ル
カ
リ
乾
電
池

だ
け
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
、
乾
電
池
以
外
の
も
の
は

入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
問
先
=

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
事
業
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
2

「
R
(
リ
サ
イ
ク
ル
)
の
お
店

」

に
登
録
し
ま
せ
ん
か

区
で
は
、
積
極
的
に
リ
サ
イ
ク
ル

を
推
進
し
て
い
る
小
売
店
を
「
R
(
リ

サ
イ
ク
ル
)
の
お
店
」と
し
て
登
録
・

公
表
し
て
い
ま
す
。
再
生
紙
の
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
種
類
が
多
い
店

や
、
修
理
が
得
意
な
店
、
買
い
物
袋

持
参
大
歓
迎
の
店
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
の
約
7
0店
が
現
在
登
録

し
て
い
ま
す
。

店
の
情
報
は
「
R
の
お
店
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
や
あ
だ
ち
再
生
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。
申
・
問
先
=

普
及
啓
発
係(

3
8
8
0
)
5
8
6
0

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
4
.
o
c
n
.
n
e
.
j
p

/
a
r
c
.
o
r
g
/

現
在
持
っ
て
い
な
い
バ
イ

ク
や
軽
自
動
車
の
税
金

を
払
っ
て
い
ま
せ
ん
か

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日

現
在
、
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
の

所
有
者
が
支
払
う
税
金
で
す
。
次
に

該
当
す
る
方
は
廃
車
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
手
続
き
を
し
な
い
と
1
6

年
度
の
税
金
が
掛
か
り
ま
す
。
対

象
=
盗
難
に
あ
っ
て
見
つ
か
っ
て
い

な
い
(
警
察
に
盗
難
届
を
出
し
て
い

て
も
廃
車
届
は
必
要
で
す
)
/
届
け

出
を
し
な
い
で
譲
っ
た
り
、
売
っ
た

り
し
た
/
解
体
し
た
が
登
録
し
た
ま

ま
に
な
っ
て
い
る

問
先
=
表
I

表1　 軽自動車税問い合わせ先一覧
消
費
者
団
体
の
登
録
を

受
け
付
け
ま
す

消
費
者
団
体
の
登
録
を
す
る
と
、

定
期
的
に
消
費
者
情
報
の
提
供
を
受

け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
エ
ル

ー
ソ
フ

ィ
ア
の
学
習
室
を
利
用
す
る
場
合
、

規
定
料
金
の
半
額
で
利
用
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
(
9

月
末
日
ま
で
の
利

用
申
し
込
み
に
限
る
)
。
対
象
=
次

の
す
べ
て
に
該
当
す
る
団
体
・
グ
ル

ー
プ
…
消
費
生
活
問
題
に
関
す
る
活

動
を
行
っ
て
い
る
/
営
利
を
目
的
と

し
な
い
/
構
成
員
が
5
人
以
上
で
、

区
内
在
住
・
在
勤
者
が
過
半
数
を
占

め
る

申
込
=
必
要
書
類
(
登
録
申

請
書
、
会
則
、
会
員
名
簿
、
活
動
報

告
書
な
ど
)
を
提
出

※
登
録
申
請

書
は
消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
配
布

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

1
6年
区
議
会

第
1
回
定
例
会
日
程

区
議
会
第
1
回
定
例
会
を
開
会
し

ま
す
。本
会
議
は
公
開
し
て
い
ま
す
。

傍
聴
人
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
(
開
会
予
定
の
1
時
間
前
か
ら
整

理
券
を
発
行
し
、
3
0分
前
に
抽
選
)

と
な
り
ま
す
。
日
程
等
=
表
2

問
先
=
区
議
会
事
務
局

(
3
8
8
0
)
5
9
9
5

表2　18 年区議会第1 回定例会日程

※ 日程は予 告なく変更 する場合がありますOお問い合 わせください

4
月
1
日
か
ら
米
穀
取
扱
事
業

者
が
「
届
出
制
」に
な
り
ま
す

米
穀
を
販
売
す
る
に
は
、
都
へ
の

登
録
が
必
要
で
し
た
が
、
食
糧
法
改

正
に
よ
り
4
月
1
日
か
ら
国
(
農
政

局
ま
た
は
農
政
事
務
所
)
へ
届
け
出

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
※
現

在
、
登
録
し
て
い
る
方
は
、
届
け
出

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

2
・
3
月
(
移
行
期
間
)
の
取
り

扱
い

①
新
規
・
更
新
登
録
・
:
受
け
付
け
な

し
(
4
月
1
日
～
3
0
日
に
国
に
届
け

出
)
②
変
更
登
録
・
:
▽
2
月
1
日
～

3
月
1
7
日
は
、
3
月
末
日
ま
で
に

生
じ
る
変
更
の
み
、
都
で
受
け
付
け

▽
3
月
1
8
日
～
3
1
日
は
、
受
け
付
け

な
し
(
4
月
1
日
～
3
0
日
に
国
に
届

け
出
)

③
変
更
届
け
出
…
3
月
末

日
ま
で
に
生
じ
る
変
更
の
み
、
都
で

受
け
付
け

い
ず
れ
も

問
先
=
東
京
農
政
事
務
所
消
費
拡
大

係

　
(
3
2
1
4
)
7
3
1
3

都
・
生
活
文
化
局
米
穀
係

(
5
3
8
8
)
3
0
8
3

区
・
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

そ の ゴ ミ

捨 て る
の ?

『まちをきれいにする条例』

問先= 地域活動支援係
3880- 5856

催
し
物
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
2 月12 日

から受け付け

三
世
代
交
流
千
住
あ
そ
び
ま
つ
り

日
時
=
2
月
1
5
日
圓
、
正
午
～
午
後

3
時

場
所
=
千
住
公
園

※
雨
天

時
は
千
住
児
童
館
老
人
館

内
容
=

大
型
紙
相
撲
/
千
寿
か
る
た
/
ベ
ー

ゴ
マ
/
竹
馬
ほ
か

申
込
=
当
日
直

接
会
場
へ

問
先
=
千
住
児
童
館
老

人
館

　
(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

み
ん
な
で
遊
ぼ
う

日
時
=
2
月
2
8
日
出
、
午
後
1
時
3
0

分
対
象
=
幼
児
～
大
人
※
幼
児

は
保
護
者
同
伴

内
容
=
バ
ル
ー
ン

飛
ば
し
/
一
芸
大
会

申
込
=
当
日

直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
西
保
木

間
児
童
館

(
3
8
8
4
)
1
1
1
4
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文
化
財
プ
チ
展
示
「
新
選
組

五
兵
衛
新
田
の
1
9
日

」

綾
瀬
に
あ
っ
た
新
選
組
の
五
兵
衛

新
田
屯
所
の
資
料
を
特
設
コ
ー
ナ
ー

で
展
示
し
て
い
ま
す
。
日
時
=
3

月
2
1日
向
ま
で
、
午
前
9
時
～
午
後
5

時
(
月
曜
休
館
、
月
曜
が
祝
日
の

場
合
は
翌
日
休
館
)

内
容
=
綾
瀬
・

金
子
家
文
書
(
鳥
屋
部
孝
・
恭
子
氏

蔵
)
な
ど
の
展
示

場
・
問
先
=
郷

土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
発
表
会

「
ぼ
く
、わ
た
し
の
エ
コ
ラ
イ
フ
体

験
～
レ
ジ
袋
に
つ
い
て
考
え
る
」

レ
ジ
袋
に
つ
い
て
の
意
見
や
マ
イ

バ
ッ
グ
持
参
を
テ
ー
マ
に
、
区
内
在

住
の
小
学
4
～
6
年
生
か
ら
作
文
を

募
集
し
ま
し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
で
は

優
秀
作
品
を
児
童
が
朗
読
し
、
表
彰

を
行
い
ま
す
。
日
時
=
2
月
2
1
日

出
、
午
後
1
時
～
3
時
3
0
分
場
所

=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

申
込
=
当

日
直
接
会
場
へ

※
来
場
し
た
方
の

中
か
ら
、
抽
選
で
4
5人
に
「
鉄
腕
ア

ト
ム
の
特
製
マ
イ
バ
ッ
グ
」
を
差
し

上
げ
ま
す

問
先
=
普
及
啓
発
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
0

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

音
楽
と
ワ
イ
ン
の
タ
ベ

区
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
で
い

る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
伝
統
楽
器

「
デ
ィ
ジ
ュ
リ
ド
ウ
」
の
奏
で
る
音

楽
を
聞
き
な
が
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
産
の
ワ
イ
ン
を
味
わ
う
夕
べ
は
、

日
本
に
い
な
が
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
を
体
感
出
来
る
絶
好
の
機
会
で

す
。
日
時
=
2
月
2
4日
㈹
、午
後
6

時
3
0分
～
8
時

場
所
=
ベ
ル
モ
ン

ド
公
園
陳
列
館

費
用
=
▽
区
民
交

流
協
会
会
員
:
ふ刈
円

▽
一
般
…
千

円

定
員
=
2
5
人
(
抽
選
)

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に
希
望
者
全
員
の
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
会

員
・
一
般
の
別
、「
音
楽
と
ワ
イ
ン
の

夕
べ
希
望
」
を
明
記

※
(
ガ
キ
ー

枚
で
4
人
ま
で
申
し
込
み
可

。
重
複

申
し
込
み
は
無
効
。
返
信
(
ガ
キ
の

表
に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
を
必
ず

記
入
。
当
選
者
に
は
後
日
連
絡

期

限
=
2
月
1
6日
必
着

申
・
問
先
=

区
・
区
民
交
流
協
会
(
経
済
観
光
課

内
)

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
7
2
0

早
春
梅
の
古
都
鎌
倉
を

満
喫
バ
ス
ツ
ア
ー

日
時
=
3
月
4
日
困
、
午
前
7
時
5
0

分

集
合
場
所
=
区
役
所
正
面
入
口

対
象
=
区
内
在
住
の
方
お
よ
び
観
光

協
会
会
員
と
そ
の
家
族

内
容
=
鶴

岡
八
幡
宮
、
長
谷
寺
、
東
慶
寺
の
観

光
ほ
か

定
員
=
9
0
人
(
抽
選
)

費

用
=
▽
観
光
協
会
会
員
…
3
千
9
0
0円

▽
会
員
家
族
・
:
4
千
4
0
0円

▽
一
般

・
:
4
千
9
0
0円

※
昼
食
・
保
険
代
含

む
。
一
部
拝
観
料
別
。
当
選
者
に
は

払
込
用
紙
を
送
付

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
希
望
者
全
員
の
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
会
員
・
会
員
家

族
こ

般
の
別
、「
鎌
倉
ツ
ア
ー
希
望
」

を
明
記

※
(
ガ
キ
ー
枚
で
4
人
ま

で
申
し
込
み
可
。
返
信
(
ガ
キ
の
表

に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
を
必
ず
記

入
。
重
複
申
し
込
み
は
無
効

期
限
=
2

月
1
7日
必
着

申
・
問
先
=
区

。

観
光
協
会
(
経
済
観
光
課
内
)

〒
1
2
0

・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

　
(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

人
権
研
修
会
「
人
間
ら
し
く
生
き
る

た
め
に
～
講
演
と
映
画
の
集
い
～
」

私
た
ち
の
社
会
に
は
同
和
問
題
や

児
童
虐
待
、
外
国
人
に
対
す
る
偏
見

な
ど
、
様
々
な
矛
盾
や
不
合
理
か
あ

り
ま
す
。
暮
ら
し
を
見
つ
め
直
し
、

人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
日
時
=

2
月
2
4
日
因
、
午
後
2
時
～
4
時
3
0

分

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=
講
演
「
個
人
の
時
代
に
お
け

る
人
権
を
考
え
る
」
/
映
画
「
ラ
ブ

レ
タ
ー
」
講
師
=
笹
川
孝
一
氏
(
法

政
大
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部

長
)

申
込
=
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス

申
・
問
先
=
生
涯
学
習
課
社
会

教
育

　
(
3
8
8
0
)
5
9
8
8
　
　
　

　
(
3
8
8
0
)
5
6
0
6

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
生
活
に
か
か

わ
る
ト
ラ
ブ
ル
解
決
学
習
会

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
生
活
で
は
、
様

々
な
ト
ラ
ブ
ル
に
対
し
て
、
居
住
者

が
協
力
し
て
解
決
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。ト
ラ
ブ
ル
解
決
法
に
つ
い
て
、

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
日
程
等
=

表
3

場
所
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

対
象
=
区
内
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住

者

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
住

宅
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
9

表3　 分譲マンション生活にかかわるトラブル解決学習会日程等

※定員は、いずれも先着順

あ
し
だ
ち
大
学
実
践
講
座
(
2
日
制
)

「
江
戸
か
ら
千
住
を
見
て
み
れ
ば
」

日
時
=
3
月
5
日
㈲
・
1
2日
㈲
、
午

後
3
時
～
5
時

場
所
=
学
び
ピ
ア
2
1

対
象
=
区
内
在
住

。在
勤
で
6
0

歳
以
上
の
方

内
容
=
江
戸
四
宿
と

五
街
道
の
歴
史

講
師
=
波
多
野
純

氏
(
日
本
工
業
大
学
教
授
)

定
員
=
7
0

人
(
抽
選
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電

話
番
号
、「
あ
し
だ
ち
大
学
実
践
講
座

希
望
」
を
明
記

期
限
=
2
月
2
0日

消
印
有
効

申
・
問
先
=
千
住
児
童

館
老
人
館

〒
1
2
0・0
0
4
1

千
住

元
町
3
4
-
1(

3
8
8
2
)
2
7
6
5

第
6
回
消
費
者
講
座

「
正
し
い
広
告
・
C
M
の
見
方
」

広
告
の
紛
ら
わ
し
い
表
現
、
は
っ

き
り
し
な
い
表
示
、
広
告
と
実
際
の

食
い
違
い
な
ど
に
惑
わ
さ
れ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
日
時
=
3
月

1
0
日
水
、
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0

分

場
所
=
エ
ル
・
ソ
フ
ィ
ア

内

容
=
問
題
の
あ
る
広
告
と
は
/
悪
質

広
告
を
見
抜
く
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
/
J
A
R
O
(

牝
日
本
広
告
審
査
機

構
)
の
役
割
ほ
か

講
師
=
殿
岡
章

史
氏
(
J
A
R
O

職
員
)

定
員
=
7
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・

問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

観
光
協
会
創
立
5
0周
年
記
念

足
立
区
観
光
写
真
コ
ン
ク

ー
ル
入
賞
作
品
展
示

応
募
総
数
3
6
7
点
の
中
か
ら
、
専
門

家
な
ど
の
審
査
の
結
果
、
入
賞
し
た

3
0
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
足

立
の
花
火
大
会
ポ
ス
タ
ー
展
も
行
い

ま
す
。
期
間
=
2
月
1
6
日
～
2
4
日

※
2
4日
は
正
午
ま
で

場
所
=
区
役

所
I
階
区
民
ロ
ビ
ー

問
先
=
区
・

観
光
協
会
(
経
済
観
光
課
内
)

(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

あ
な
た
の
企
画
で
講
座

を
つ
く
り
ま
せ
ん
か

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
、区
民
の
皆
さ
ん
が
企
画
し
、

主
体
的
に
運
営
す
る
「
区
民
企
画
講

座
」の
企
画
を
募
集
し
ま
す
。
対
象
=

区
内
に
活
動
の
拠
点
を
置
く
7
人

以
上
(
う
ち
区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
が
7
割
以
上
)
の
グ
ル
ー
プ

※
営
利
ま
た
は
特
定
の
政
党
・
宗
教

活
動
を
目
的
と
す
る
団
体
を
除
く

内
容
=
男
女
平
等
、
性
別
に
よ
る
差

別
や
格
差
の
解
消
な
ど
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
を
目
的
と
す
る
も
の

※
1
講
座
3
回
以
内
。
趣
味
、
教
養
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
内
容
は

除
く
開
催
時
期
=
8
月
～
1
7
年
1

月

※
日
程
な
ど
は
、
採
用
企
画
決

定
後
に
行
ケ
各
グ
ル
ー
プ
と
男
女
参

画
プ
ラ
ザ
の
企
画
会
議
で
決
定

申

込
=
所
定
の
申
込
用
紙
を
提
出

※

申
込
用
紙
は
男
女
参
画
プ
ラ
ザ
で
配

布

期
限
=
4

月
1
2日

場
・
申
・

問
先
=
男
女
参
画
プ
ラ
ザ

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

て

る

丸
く

ん

通

信

第
1
1回

観
光
協
会
で
は
、
足
立
の
魅
力
を

再
発
見
出
来
る
様
々
な
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

年
3
回
行
わ
れ
る
、
区
内
を
巡
る

ツ
ア
ー
で
は
、
施
設
を
見
学
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
農
作
物
の
収
穫
体
験

な
ど
も
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

昨
年
は
、区
内
農
家
の
協
力
を
得
て
、

新
鮮
な
ト
マ
ト
や
枝
豆
、
ブ
ド
ウ
な

ど
を
収
穫
し
ま
し
た
。
野
菜
や
果
物

を
育
て
た
農
家
の
方
の
苦
労
を
伺
っ

た
後
の
収
穫
と
な
り
、
作
物
に
触
れ

る
参
加
者
の
目
は
真
剣
そ
の
も
の
で

し
た
。
ツ
ア
ー
で
は
、
様
々
な
体
験

を
と
お
し
て
、
参
加
者
同
士
の
交
流

の
輪
も
広
が
り
ま
す
。

ま
た
、
2
月
に
は
「
足
立
区
観
光

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
入
賞
者
の
表

彰
式
と
作
品
展
示
が
行
わ
れ
ま
す
。

写
真
に
は
、
撮
影
者
が
見
つ
け
た
区

内
の
名
所
が
た
く
さ
ん
映
し
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
入
選
作
品

を
見
て
、
足
立
の
名
所
を
た
ん
能
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

観
光
協
会
で
は
、
今
後
も
、
楽
し

み
な
が
ら
、
区
の
魅
力
を
感
じ
ら
れ

る
事
業
を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

「
ふ
る
さ
と
足
立
」
の
魅
力
を
見
つ

け
て
み
ま
せ
ん
か
。
問
先
=
区
・
観

光
協
会
(
経
済
観
光
課
内
)

(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

掲

示

板

使
用
者
実
務
セ
ミ
ナ
ー

日
時
=
2
月
2
5
日
圉
・
2
6
日
困
、
午

後
2
時
～
4
時
場
所
=
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
会
館
(
荒
川
区
西
日
暮
里
5
-
1
2
-
5
)

対
象
=
都
内
在
住
・

在
勤
の
使
用
者
・
人
事
労
務
担
当
者

内
容
=
労
働
時
間
管
理

定
員
=
1
0
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス

申
・
問
先
=
都
・
王
子

労
政
事
務
所(

3
9
0
0
)
0
1
1
-
7

(
3
9
0
6
)
2
0
3
6

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
水
道
モ
ニ
タ
ー

募
集
(
選
考
)

対
象
=
2
0歳
以
上
で
、
都
営
水
道
を

使
用
し
て
い
る
地
域
に
在
住
の
方

(都
区
市
町
の
公
務
員
を
除
く
)

内
容
=
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
(
年

6
回
程
度
)
/
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の

参
加
/
施
設
見
学
会
ほ
か

謝
礼
=

回
答
I
回
に
つ
き
5
0
0
円
分
の
図
書
券

定
員
=
5
0
0
人

期
限
=
2
月
2
9日

※
申
込
方
法
な
ど
、
く
わ
し
く
は
水

道
局
ホ
ー
ム
ペ
L
ン
を
ご
覧
く
だ
さ

い

申
・
問
先
=
都
・
水
道
局
広
報

課

　
(
5
3
2
0
)
6
3
2
7

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
w
a
t
e
r
w
o
r
k
s
.

m
e
t
r
o
.
t
o
k
y
o
.
j
p
/

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
下
水
道
モ
ニ
タ

ー
募
集
(
抽
選
)

対
象
=
2
0歳
以
上
の
都
民
(
公
務
員
、

下
水
道
モ
ニ
タ
ー
経
験
者
を
除
く
)

内
容
=
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
(
年
9

回
)
、施
設
見
学
会
ほ
か

謝
礼
=

回
答
回
数
に
よ
り
、
年
間
最
高
2
千

円
分
の
図
書
券
な
ど

定
員
=
千
人

期
限
=
2
月
2
9日

※
申
込
方
法
な

ど
、
く
わ
し
く
は
下
水
道
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

申
・
問

先
=
都
・
下
水
道
局
広
報
サ
ー
ビ
ス

課

　
(
5
3
2
0
)
6
5
1
1

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
g
e
s
u
i
.
m
e
t
r
o
.

t
o
k
y
o
.
j
p
/

成
年
後
見
・
遺
言
無
料
相
談
会

日
時
=
2
月
2
7
日
圉
、
午
前
9
時
～

午
後
4
時

定
員
=
1
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
2
月
1
0日
か
ら
電
話
受
け
付

け
(
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
)

場
・

申
・
問
先
=
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
あ

だ
ち

　
(
5
6
8
1
)
3
3
7
9

講
演
会
「
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に

つ
な
が
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
あ
り

方
」

日
時
=
3
月
5
日
㈲
、
午
後
2
時
～

4
時

定
員
=
8
0人
(
先
着
順
)

申

込
=
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

期
限
=
2

月
2
7日

場
・
申
・
問
先
=
都

立
亀
戸
技
術
専
門
校
開
発
振
興
係

(
3
6
8
3
)
0
3
4
1

(
3
6
8
4
)
6
0
7
6

映像広報 制作だより

「あだち60景」をはじめ、区内の様々な場所

を描いている足立区出身の画家・永沢まことさ
ん。最近は世界へ活躍の舞台を広げ、その独創

的なスケッチで多くの人を魅了しています。
今回、番組では、永沢まことさんが「あだち60

景」を描いた作品を紹介します。そして、描

かれた場所に出向いて、味わいのあるまちを巡
っていきます。

普段何気なく見ているまち並みも、絵をとお
して見ると新たな発見があります。番組を見た
後、新しい「あだち」を見つけに区内を探訪し

てみませんか。 《 広報課》

「情報キャッチ　 好きです。あだち」放送予定
足立コミュニティチャンネル( ケーブルテレビ足立9CH)

※ 1日3 回放送
(午前9 時30分、午後O 時30分、午後9 時30分)
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～もう一度考えてみましょう～

道路の正しい使い方

区では、パトロールや皆さんからの通報により、区が管 理している道路上の違法 ・不

当な使 用、その他の行為に対して是 正を求めています。

道路は、「他人 の共同使用を妨げ ない限 度で」使用出来ます。

もし、そのル ールが 守られなかったらどうなるでしょう。たちまち交 通に支 障が起こり、

皆さんの社 会生活にも影響が出てしまいます。

A とB のまちの様子を比べ 、道 路の正しい使い方をもう一度考えてみてください。

A 「みんな が 安 心して 歩け るよう
に、まずは自分がみんなの手本に
なろう」と公共の利益を尊重し、道
路の不正使用をしていません。

B 「自分だけが守るのは割に合わない。みんなが守るならば」と個人的な権利ばかり主張して、
道路の不正使用を続けています。

①日よけ
日よけを道路上に設置する場合は、
一定の基準のもと、許可が必要です。
基準外の日よけにぶつかってけがを

した歩行者から賠償責任を問われたお
店もあります。

②置き看板
道路上には置き看板を設置出来ませ

ん。
通行するすべての方の迷惑となるの

で、敷地内に設置してください。

③自転車・バイクの放置
自転車・バイクの道路上への放置

は通行の妨げになるばかりでなく、
救急車や消防車などの緊急活動を
妨げることにもつながります。

④路上作業
道路上での作業は、通行
する方の迷惑になるだけで
なく、作業をしている人も
危険です。

⑤植木鉢
植木鉢などを道路上に置

くことは出来ません。
歩道の幅が狭くなり、通
行の妨げになります。

⑥商品突きだし
商品や商品台を道路上に
置くことは出来ません。
車道に出た歩行者やお客
さんが車との接触事故の危
険にさらされます。
歩道にダンボールを置い
ていたために小学生が転倒
し、それが原因で車にひかれ
て死亡したという事故も起
こっています。

⑦のぼり旗

のぼり旗を道路上に設置
すると、視界が遮られ安全
に通行出来ません。

道路はみんなのものです。広くき れいに使いましよう。
「道路の正しい使い方」に関するお問い合わせは、交通安全対策課監察係へ 　3880- 5265

スケッチあだち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係 　3880- 5815

足立区で　買おう　食べよう　頼もう
地域の活力は　まちのにぎわいから

あなたの消費が　まちのにぎわいを育てます
《 産業振興課》

子育てから買い物まで　お得がいっぱい

東和銀座商店街振興組合
1月23日、東和銀座商店街振興組合が、「地域づくり総務大臣表彰活力あ

るまちづくり部門」で表彰されました。
地域の子どもたちを地域で守り育てようと、商店街では15年1 月に空き

店舗を活用し、商店街で運営する「アモール学童クラブ」を開設。商店街
や地域の皆さんに見守られ、安心してのびのびと遊ぶ子どもたちの姿が見

られるようになりました。また、学童ク
ラブが出来たことで、これまで商店街に
足を運ぶことが少なかった方も訪れ、蔵

店街が活性化されることも期待されて

います。

▲ 「ぼくたちにもやらせて」
ここでもパソコンは大人気

麻
生
総
務
大
臣
か
ら
表
彰

を
受
け
ま
し
た

入学シ ー ズ ン を前に

ランドセルづくりに大忙し
ラ
ン
ド
セ
ル
づ
く
り
の
最
も
忙
し

い
時
期
は
、
I
・
2
月
。
区
内
の
ラ

ン
ド
セ
ル
製
造
業
者
を
訪
れ
た
日

も
、
1
0人
ほ
ど
の
職
人
が
一
つ
ひ
と

つ
の
工
程
作
業
を
愛
情
込
め
て
行
っ

て
い
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
た
子
ど
も

た
ち
は
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
う
と
、

入
学
式
が
待
ち
き
れ
な
い
の
か
、
大

は
し
ゃ
ぎ
。

4
月
に
な
れ
ば
、
愛
情
が
た
っ
ぷ

り
詰
ま
っ
た
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル

を
背
負
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
初
々
し

い
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

新
1
年
生
に
な
る
皆
さ
ん
、
そ
ん

な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
大
切
に
使
っ
て
く

だ
さ
い
。

※
区
内
の
新
1
年
生
・
:約
5
千
7
0
0人

(
2
月
現
在
)

▲ お気に入りのランドセル見つかったかな

▲ この工房では, 年間1, 200～1, 300個のラン
ドセルが作られます

古紙配合率100% 再生紙を使用しています F. K　288, 200


